
「斐伊川水系の減災に係る取組方針」及び
「斐伊川水系中海沿岸の減災に係る取組方針」に基づく

令和３年６月１８日

資料－４

「水防災意識社会 再構築ビジョン」

【説明用】

斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する減災対策協議会

米子市、境港市、松江市、安来市、鳥取県、島根県、
松江地方気象台、国土交通省中国地方整備局

斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

松江市、出雲市、雲南市、島根県、松江地方気象台、
国土交通省中国地方整備局

進捗状況確認資料



■概ね５年で達成すべき目標

斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、天井川、連結汽水湖の氾濫特性を踏まえ
たハード・ソフト対策を推進し、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被
害の最小化」を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動
③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

※大規模水害・・・・・想定最大規模降雨における洪水氾濫による被害
※逃げ遅れ・・・・・立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態
※社会経済被害の最小化・・・・・大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

減災のための目標 （斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会）
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■概ね５年で達成すべき目標

斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、中海の氾濫特性を踏まえたハード・ソフト対
策を推進し、「住民の防災意識の向上」、「浸水被害の最小化」
を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組

※大規模水害 ・・・ 想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水や高潮氾濫による被害
※防災意識の向上 ・・・ 洪水のみならず高潮や内水への危機察知能力を向上させる
※浸水被害の最小化 ・・・ 大規模水害による浸水被害を軽減し、早期に生活を再開させる

減災のための目標
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（斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する減災対策協議会）



概ね５年（令和３年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組

■洪水を安全に流すためのハード対策の推進 ■洪水及び高潮に対するハード対策の推進

・堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策）
・正常な流下能力の維持

斐伊川１
(P7・8)

・中海湖岸堤整備 中海１
(P9)

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【斐伊川】
・水害に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【中海】

・河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上 共通１
(P10)

・防災情報の周知徹底 中海２
(P11,12)

・防災気象情報の改善 共通２
(P13～20)

■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表 共通３
(P21)

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図及び新たに設定
された家屋倒壊等氾濫想定区域に基づく避難計画の見直し

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく避難指示等を発令する範囲の見直し

・洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支援や
定住外国人等を対象とした避難情報の提供

共通４
(P22～23)
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概ね５年（令和３年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

・夜間、荒天時における避難指示等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討 ・夜間、荒天時における避難指示等の発令基準の作成・避難
誘導体制の検討

・斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施
【斐伊川】
・中海沿岸の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施
【中海】

共通５
(P24～

26)

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸水想定区域内の各戸・事業所へ配付 共通６
(P27～

29)

■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

・河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス、道路管理者等と連携 したタイムラインの策定 【共通】 共通７
(P30)

・避難指示に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合水防訓練
（斐伊川水防演習）の実施

斐伊川２
(P31)

■防災教育や防災知識の普及

・天井川である斐伊川本川において、堤防の越水時や決壊時における流水の破壊力に関
するイメージ動画の作成・公開

・尾原ダムの洪水調節や斐伊川放水路の分流など避難の目安となる目標物のリアルタイ
ム映像情報の配信・共有

・「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知 【共通】 共通８
(P32,33)

・小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害 （防災）教育の拡充 【斐伊川】
・小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実 【中海】

共通９
(P34～41)

・住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用したより実践的な防災教育の実施 【斐伊川】
・住民の水防災意識の向上に資する出前講座等を活用した防災知識の普及 【中海】

共通１０
(P42,43)

・プッシュ型の洪水予報等の情報発信
【平成２９年度から順次実施】 4← 完了

ああああ



概ね５年（令和３年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

・地域防災リーダーの育成 中海３
(P44～

46)

・河川管理に従事している職員の説明能力向上のための研修の
実施

・市長に対し助言を行う者の育成・派遣

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動 ②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び
施設運用の取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【斐伊川】
・水害に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【中海】

・河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上 【共通】

・防災情報の周知徹底

■水防活動の効率化及び水防体制の強化

・消防団員と兼任する水防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の
実施

・斐伊川本川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について、消防団員と兼任する水防団員や地域住民が参加する合同点検を実施 【斐伊川】
・中海沿岸の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について、消防団員と兼任する水防団員や地域住民が参加する合同点検を実施 【中海】

共通１１
(P47)

・水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合水防訓練（斐伊川水防
演習）と合わせて、水防専門家を講師とした講習会を実施

斐伊川３
(P48)

・備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認 【共通】 共通１２
(P49)

再 掲
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概ね５年（令和３年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

■施設運用の確実な実施

・排水施設の操作説明会の実施 中海４
(P50～53)

③長期化する浸水を一日も早く解消するための
排水対策

③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組

■排水活動に資する基盤等の整備 ■高潮に対するハード整備の促進

・大橋川改修 斐伊川４
(P54)

・中海湖岸堤整備（再掲）

■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

・排水施設の情報共有、排水手法の検討を行い、大規模水害を想
定した 排水計画（案）の作成

斐伊川５
(P55)

・排水計画に基づく排水訓練の実施

■想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの
実施・公表等

・想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表
中海５
(P56)

・高潮の予測・予測手法の検討

新たな取り組み

■報道機関との連携

報道機関との懇談会をweb会議にて主催し、水害をはじめとする防災知識の普及・啓発・周知について連携を強化 共通
（P57）
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再 掲



○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■洪水を安全に流すためのハード対策の推進

7

出雲河川事務所斐伊川１

遮水矢板

遮水シート

ドレーン工

川表側からの
浸透抑制

堤体内の
浸潤面を低下

【堤防強化対策工法イメージ】

堤防整備 15.2k 15.8k 堤防整備

①

②

：実施済み

：実施中

：今後実施

船津地区：左岸14.7k～15.3k
（うち200m整備済）

上出西地区：右岸15.5k～17.7k
（うち1,000m整備済）

整備実施箇所及び整備の内容

上出西地区整備状況17.6k付近



○正常な流下能力の維持

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■洪水及び高潮に対するハード対策の推進

8

出雲河川事務所斐伊川１

河川の流下能力を阻害する河川内の土砂を撤去します。

令和２年１１月撮影

宍道湖

灘橋

瑞穂大橋

R３浚渫予定箇所

R３掘削予定箇所



○中海湖岸堤整備

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■洪水及び高潮に対するハード対策の推進

9

出雲河川事務所中海１

河川整備計画において、整備箇所と優先順位（短期・短中期・中期）を定め、高潮による浸水被害の防止を図るための堤防整備を実施し、早

期に安全性の向上を図ります。令和２年度に短期整備が完了し、今後の予定としては、短中期整備箇所に加えて過去に浸水実績のある箇所

の湖岸堤整備を実施します。
【R3整備箇所】

貯木場北地区

意宇川上流地区

松江市大海崎（下流）地区

江島地区（浄化センター東）
わたりちく

渡地区

さきつ ぎょこう ちく

崎津漁港地区

はたがさき ちく

旗ヶ崎地区

よしづ（くうこうみなみ）ちく

葭津（空港南）地区

( )

( )

ほんじょうちく

本庄地区

のばら ながみ

（野原・長海）
整備目標：Ⅱ①整備目標：Ⅰ 整備目標：Ⅱ②

ちょぼくじょうみなみちく

（2）貯木場南地区

（3）

(2)

(3)

よなご こう ちく

米子港地区

（4）

よなご こう ちく

米子港地区

（15）

（14）

（13）（12）

（11）

国交省
（干拓関連）

（9）

（8）（13）

（12）

（7）

（10）

（6）

（9）

（4） （7）

（6）

（16） （17）

（18）

（19）

えしま ちく

江島地区

（23）

（22）

（14）

（24）

（25）※

（26）

（27）

※治水上必要な施設の整備にあたり、
施設管理者と調整が必要な箇所

（5）

中期整備箇所短中期整備箇所短期整備箇所

（15）

ちょぼくじょうきたちく

（1）貯木場北地区

やすぎこう ちく

（8）安来港地区

概成（H28）

事業中（H28着手）

完成（R1）

完成（H26）

完成（H29）

完成（H22）

完成（H28）

完成（H26）

完成（R2）

事業中
（H28着手）

境港市

米子市

安来市
松江市

完成（R1）

いうがわじょうりゅうちく

（11）意宇川上流地区

おおみさきちょう（かりゅう）ちく

（10）大海崎町（下流）地区

事業中（R2着手)

事業中（R3着手)

ちょぼくじょうちく

貯木場地区

(1)

（21）

完成（R2）

事業中（R2着手）

えしま ちく

（20）江島地区
（浄化センター東）



○河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上

○ 令和元年９月１１日より、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流まで連続的に洪水の危険度が分かる「水害リ
スクライン」による水位情報の提供を開始しました。

○ 「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に上流から下流まで連続的に洪水の危険度を表
示することが可能となります。

○ 自分がいる付近の川の危険度が明確となるので、迫り来る洪水の危険を自分の事こととして認識し、

避難行動をとるきっかけとなることが期待されます。

※計算値により危険度を評価していることから、「水害リスクライン」が示す河川の状況は、実際の状況と異なる場合があります。

水位観測所の水位で代表し

て、一連区間の危険度を表示

左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示

表示イメージ

「川の防災情報」の表示例

浸水想定区域図

※破堤地点毎の浸水想定区域等が
確認できます。

観測所水位
（ポップアップ）

カメラ画像
（ポップアップ）

●●●
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二次元コード

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

出雲河川事務所共通１

https://frl.river.go.jp

◆水害リスクライン ～洪水危険度の見える化～



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○防災情報の周知徹底

中海２ 島根県

11

講演会等の機会を通じて、「しまね防災メール」などの防災情報の情報収集方法について周知
を行った。

令和２年度 開催状況
・R3.1.25～2.25  オンラインによる講演会実施

日時 令和２年６月２０日（土）
内容 「警戒レベル」と避難のタイミングについて

日頃からの災害の備えについて
島根県が配信する各種防災情報の入手先について



避難スイッチモデル事業（令和３年度）

避難スイッチとは︖

事業実施の流れ

【令和３年度政策戦略事業予算要求︓積極的避難推進事業（避難スイッチモデル事業）】
講師旅費・謝⾦（３地区実施分）1,224千円／取組成果の取りまとめ（冊⼦）100千円

避難⾏動を起こすきっかけとする⽬安を、住⺠⾃ら決める取り組み
※令和元年度「防災避難対策検討会」の提⾔を受け、R２年度から実施。

令和３年度の変更点（対象の拡⼤）

【スイッチの具体例】
①情報系︓（市町村が発出する）避難準備・⾼齢者等避難開始
②⽬で⾒る⾝近な異変︓〇〇川の⽔位が避難判断⽔位に到達
③⼈からの呼びかけ︓LINEによる〇〇さんからの連絡

⼤字単位を範囲とした地区のほか、浸⽔想定区域内等にある要配慮者利⽤施設を対象とする。
※市町村には掘り起こしや実施協⼒を依頼。また、施設所管課にも掘り起こしの協⼒を依頼。
※⼤路川流域の⾃治会や要配慮者利⽤施設も対象とし、取組を展開。（⿃取市とも連携）

①基本情報の整理（地区の概要、懸念されるハザード等）⇒②実施地区の決定
⇒③ワークショップの開催 ⇒④まちあるきの実施 ⇒⑤避難スイッチの決定 ⇒⑥訓練等による検証

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

中海２ 鳥取県
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２

「危険度分布」等の発表基準の改善
 最新の災害データを⽤いて基準値の妥当性を確認し、基準の⾒直しを実施。
 これにより、住⺠の⾃主的な避難判断や、市町村の避難勧告等の発令判断がより適時・的確に
できるよう、警報・注意報や危険度分布の精度が改善。

 今後も全国の気象台において、継続的に基準値の⾒直しを実施する予定。

⼤⾬警報（⼟砂災害）、⼤⾬注意報、⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布の基準値 7県181市町村
⼤⾬警報（浸⽔害）、⼤⾬注意報、⼤⾬警報（浸⽔害）の危険度分布の基準値 29道府県119市町村

洪⽔警報、洪⽔注意報、洪⽔警報の危険度分布の基準値
47都道府県
1,657市区町村
（7,736河川※）

令和2年に基準値を⾒直した市町村数（全国）

地元関係機関との連携の
もと、⽔位データも活⽤
した新たな設定⽅法に
よ る洪⽔警報基準の
⾒直しを実施。

○先進事例紹介
「⽔位データも活⽤した
洪⽔警報の基準値の⾒直し」
~⾼知県安芸市安芸川の例~

※島根県内河川における右記⼿法の
導⼊は未定です。

※主要な河川の変更数

【松江地⽅気象台では、令和2年8⽉6⽇より運⽤開始】
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和２年度実施）

共通２

⽇本語、英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語
インドネシア語、ベトナム語、タガログ語、タイ語、ネパール語
クメール語、ビルマ語、モンゴル語

気象庁ホームページの多⾔語化
 訪⽇外国⼈等への情報発信の強化として、内閣府、総務省、観光庁と連携し、気象庁ホームページ
の台⾵情報を、他の防災気象情報（※）に続き14か国語で提供開始しました。

対応⾔語⼀覧

※気象警報等、危険度分布、⾬雲の動き、天気予報、週間天気予報、
⾼温注意情報、地震情報、津波警報等、噴⽕警報等

多⾔語による防災気象情報の例（気象庁ホームページ）

各⾔語のトップページ
インドネシア語の例

気象警報・注意報
ベトナム語の例

台⾵情報
タイ語の例

20

【令和2年9⽉16⽇より実施】



想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等の公表（島根県）想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等の公表（鳥取県）

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等の公表（島根県）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通３

21

島根県

県管理の洪水予報河川及び水位周知河川 ２０河川について、想定最大規模降雨における洪水浸水想
定区域図を作成・公表。

計 20河川（重複除く）

洪水浸水想定区域図作成対象河川

県 洪水予報河川 3河川

県 水位周知河川 18河川

神戸川

対象河川 関係市町村 公表年次

1 意宇川 松江市 H30.5.25

2 飯梨川 安来市 R01.6.28

3 伯太川 安来市 R01.6.28

4 斐伊川 雲南市 H31.4.26

5 赤川 雲南市 H31.4.26

6 三刀屋川 雲南市 H31.4.26

7 久野川 雲南市 H31.4.26

8 神戸川 出雲市 R02.6.23

9 静間川 大田市 H31.4.26

10 三瓶川 大田市 H31.4.26

11 敬川 江津市 H31.2.22

12 八戸川 江津市 R01.10.23

13 浜田川 浜田市 R02.6.23

14 周布川 浜田市 R02.6.23

15 下府川 浜田市 R02.6.23

16 三隅川 浜田市 R02.6.23

17 益田川 益田市 H30.5.25

18 津和野川 津和野町 H30.5.25

19 高津川 吉賀町 H30.5.25

20 八尾川 隠岐の島町 H31.2.22

※ は斐伊川水系（8河川）



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

■島根県・しまね国際センターと共催で外国人住民のための防災訓練と災害時外国人サポーター養成研修
を開催

【概要】
月 日：令和元年１２月８日
会 場：安来市役所防災研修棟
内 容：地震体験車試乗・消火訓練・非常食試食会・翻訳訓練・避難所巡回訓練ほか
参加者：希望者約３０名
主 催：島根県・しまね国際センター・安来市

○洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難
計画作成等の支援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

22

共通４ 安来市

避難所巡回訓練の様子

【報告無し】
・令和2年度の定住外国人への避難情報提供→相談窓口等のチラシ送付
・要配慮者利用施設への避難情報提供→コロナの影響により例年実施している出前講座中止
・要配慮者利用施設避難確保計画策定支援→策定準備への事前相談のみがあった

令和２年度は報告無しとします。



■日 時：令和元年10月6日（日）
■会 場：米子コンベンションセンター
■対 象 者：市内の定住外国人
■目 的：市内に就労で定住している外国人を対象に防災講習を行い、災害に対する知識や態度の習得を図った。
■概 要

鳥取県国際交流財団米子事務所と連携し、市内に住む外国人に対して防災講習を実施した。外国人はアメリカ・カナダ・
中国・韓国・ベトナム・フィリピン・タイなど様々であり、日本の地理的要素や市内で起こりうる災害リスク、避難勧告等の重
要性について啓発を行うとともに、ハザードマップの活用方法及び警戒レベルを用いた避難情報についての説明を行った。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

○定住外国人等を対象とした防災講習の実施

23

共通４ 米子市

講習会の様子



○斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び
大規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通５ 松江市

松江ライオンズクラブと連携した防災イベントの実施

【概要】被災地から災害時の心得を学ぶリモート講習会
日 時：令和３年２月７日（日）
会 場：松江卸センター会館（松江市嫁島町16－14）
参加者：松江市、安来市高校生（JRC部）
内 容：岩手県陸前高田市の東日本大震災を経験された人にリモートで講演をしてもらい、災害時に何を

すべきか等を学ぶリモート講習会
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○中海沿岸の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大
規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通５ 安来市

商工会議所・商工会を通じて会員企業への啓発活動を実施

【概要】
○日 時：令和２年４月・５月

内 容：安来商工会議所・安来市商工会を通じて、啓発チラシ「水害・土砂災害から自らの命、社員の命を
守るために！」を会員企業へ配布

件 数：安来商工会議所会員 約８００件／安来市商工会会員 約３００件
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平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

■病院、福祉・介護事業者、民間事業者での出前講座の開催

○斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大
規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

26

共通５ 雲南市

• R1.7.17 生協しまね雲南地区会員を対象とした防災に関する講座

• R1.7.17 雲南市社会福祉協議会の職員を対象とした防災に関する講座

• R1.11.14 平成記念病院での職員等を対象とした防災に関する講座

• R2.2.15 雲南広域福祉会施設利用者を対象とした防災に関する講座など今年度は
新型コロナウイルス感染症の

影響により実績なし



出雲市防災ハザードマップ（平成３０年度版）

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを配布済み(H30
年度）、継続して住民への周知を行った

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通６ 出雲市

・平成３０年度に全戸配布・ホームページ掲載したハザードマップについて、令和２年度も
引き続き、出前講座等で周知を実施した。（計２９回）
・国土交通省中国地方整備局による斐伊川水系浸水想定区域図の変更並びに国土交通省出雲
河川事務所及び島根県による神戸川（馬木町より上流部）の浸水想定図の公表を踏まえ、
令和３年度に、防災ハザードマップを更新し、全戸配布を行う。
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○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図修正に伴い、新たに防災ガイドブックを作
成し、各戸へ配付

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通５ 松江市

令和２年度にハザードマップを改正。防災ガイドブックに掲載し、全戸配布した。

（左）橋北エリア

（右）橋南エリア
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○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを更新し、洪水浸
水想定区域内の各戸へ配付

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通６ 境港市

・ 令和３年３月にハザードマップの一部修正を実施。
・ 修正したハザードマップは、４月の市報に折り込み全戸配布及び公民館・ホームページ
に掲載。出前講座等により継続した周知を行う予定。
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

出雲河川事務所共通７

30

○ 令和２年度は、出水期前に１回、出水期後の１回の合計２回の担当者会議を開催しました。
○ 新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、第１回担当者会議は書面開催形式、第２回担当者会議はWEB会議形式により

開催しました。

（１）第１回 斐伊川タイムライン担当者会議
日 時：令和２年６月１８日（木）
場所等：書面開催
内 容：○斐伊川タイムライン(2020版)の内容（2019版からの修正箇所）および運用方法の確認

○令和元年12月に開催されたタイムライン担当者会議で出された意見に対する方針の確認

（２）第２回 斐伊川タイムライン担当者会議
日 時：令和３年２月１６日（火）
場所等：WEB会議形式
内 容：

○令和２年度の斐伊川タイムラインの運用に係る振り返り
○斐伊川タイムラインに関するアンケート調査結果について
○アンケート調査結果を踏まえた対応方針について
○今後の予定

○ 斐伊川タイムラインは、平成31(2019)年3月に策定されて以来、令和元年
度は４回、令和２年度は２回の運用がされました。

○ 令和２年度は、６月梅雨前線、７月梅雨前線の２回で、それぞれ、タイム
ライン・レベル３までの運用でした。

年度 事象 タイムライン

・レベル
令和元年度 2019年7月梅雨前線（7/18～19） レベル２

2019年8月台風10号（8/13～17） レベル２
2019年8月大雨警報（8/23） レベル３
2019年９月台風17号（9/20～23） レベル２

令和２年度 2020年６月梅雨前線（6/13～16） レベル３
2020年７月梅雨前線（7/13～16） レベル３

■ 令和２年度のタイムラインの運用状況

■ 令和２年度 タイムライン会議等

第２回斐伊川タイムライン担当者会議の開催状況（Web会議）

令和２年度の斐伊川タイムラインの取り組みについて



○ 令和２年度、３年度はコロナウイスル感染症感染拡大防止のため開催を中止しました。

消防団によるシート張り工

ホットライン演習

災害対策協力会による出雲結い 一般参加による積土のう講習会

出雲河川事務所長

雲南
市長

日 時：令和元年6月2日（日）9:00～12:00
開催場所：雲南市三刀屋町地先（下熊谷大橋上流）

内 容：被害を最小限にとどめるための水防活動において必
要となる代表的な水防工法の習熟を重点に、本番さ
ながらの訓練を行い、また、被災現場での活躍が注
目されている「排水ポンプ車」「照明車」の設営演習を
実施した。

演習工法：月の輪工、シート張り工、木流し・竹流し工、積み土
のう工、改良積み土のう工、釜段工、出雲結い工、洗
掘防止応急対策工、排水ポンプ車・照明車設営他

令和元年度 斐伊川水防演習（雲南市）

【参加機関】

水防演習開会式

洪水から我がまちを守ろう ～平成28年度斐伊川水防演習を開催～①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

出雲河川事務所斐伊川２

○避難指示に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合水防訓練
（斐伊川水防演習）の実施について
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出雲市水防団

松江市消防団（水防隊）

雲南市水防団

雲南市消防本部

出雲市

松江市

雲南市

島根県

島根県出雲県土整備事務所

島根県雲南県土整備事務所

気象庁松江地方気象台

国土交通省松江国道事務所

斐伊川水系災害対策協力会

中国地方防災エキスパート島根県内事務局

国土交通省出雲河川事務所

参加人数 約３１０人



○「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知

・洪水予報連絡会 令和２年６月１９日 資料の配付・確認よる書面形式による開催
・出前講座 実施依頼なし

地上デジタル放送

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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出雲河川事務所共通８

洪水予報連絡会や水防連絡会において、「川の防災情報」や地上デジタル放送の
データ放送の活用促進のための周知を行った。

川の防災情報（情報マルチモニタ）

出雲河川事務所



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

雲南市共通８

高齢者に配慮した防災情報の配信（ケーブルテレビデータ放送の利用）

☆避難勧告・避難情報、POTEKAによる気象観測情報の提供（６時間先までの雨量等予測）
のほか、様々な防災情報を配信し、住民主体の避難行動を支援。 33



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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共通９

⽇ 時︓令和２年９⽉１６⽇
会 場︓第⼆中学校体育館
参加者︓２年⽣約３０⼈

【防災学習の内容】
・⾃主防災組織構成員を講師にHUGを実
施
・段ボールベッド、ファミリールームの展⽰や
試⽤
・消防団等が運営協⼒

第二中学校２年生

学習会の様⼦

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

安来市

第二中学校１年生

⽇ 時︓令和２年１２⽉２２⽇
会 場︓安来市役所防災研修棟
参加者︓１年⽣約6０⼈

【防災学習の内容】
・過去の災害やハザードマップの利⽤⽅法
等学習
・防災研修棟施設⾒学

学習会の様⼦

第三中学校１年生

⽇ 時︓令和２年１１⽉１３⽇
会 場︓第三中学校体育館
参加者︓１年⽣約３０⼈

【防災学習の内容】
・過去の災害やハザードマップの利⽤⽅法
等学習

学習会の様⼦



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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共通９ 松江市

【概要】
○日 時：令和２年１０月２７日（火）

会 場：島大付属義務教育前期課程
参加者：４年生５０人

内 容：出雲河川事務所と共同の防災出前授業
（災害時の市役所の動きとハザードマップ）

・ハザードマップを活用した避難所等の確認 など



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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共通９ 松江市

・ハザードマップを活用した避難所等の確認 など

松江市

【概要】
○日 時：令和３年２月１９日（金）

会 場：佐太小学校
参加者：４年生１９人

内 容：防災出前授業
（災害から暮らしを守る）



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○防災出前講座や避難所運営ゲーム（HUG）の実施

松江市共通９

令和２年度実施実績３１回

住⺠の防災意識の向上を図るため、依頼の
あった⾃治会、事業所等へ出前講座を実施
している。

自治会等への防災出前講座

出前講座の様⼦ 実施⽇︓令和２年11⽉15⽇（⽇）
対 象︓⼤野地区住⺠ 約３0名

37

段ボールベッドの組⽴体験防災研修会



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○防災出前講座や避難所運営ゲーム（HUG）の実施

松江市共通９

【HUGの実施】

実施⽇︓令和２年11⽉19⽇（⽊）
対 象︓松江北⾼1年⽣ 約240名
※コロナ禍のためリモート形式で実施

HUGの様⼦

災害時の避難所運営を想定したHUGをPTA、⾃治会等
各種団体の依頼に応じ、実施している。令和２年度実施実績２回

38



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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共通９ 出雲市

小学校での防災出前授業を実施

出雲市

【概要】
日時：令和２年１０月２２日（木）
会場：出雲市立大社小学校
対象：４年生
内容：

災害への備えについて講義を
行った。



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○小中学校、保育所などと連携した地域の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）知識の普及

島根県
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共通９

実施⽇︓令和２年8⽉26⽇（⽔）、11⽉27⽇（⾦）
対 象︓平⽥保育所３〜５歳児 １4０名 ほか１施設

【出前講座の内容】
〇紙芝居「台⾵がくるぞ」

〇スライド「洪⽔から命を守るために気を付けること」
避難するときの合⾔葉「お・は・し・も」について

河川沿いに立地する保育園への出前講座 中学生を対象としたコラボ授業

実施⽇︓令和２年6⽉3⽇（⽔）外5回開催
対 象︓江津市⽴桜江中学校１年⽣ 約20名

出前講座の様⼦ 出前講座の様⼦

【コラボ授業の内容】
〇川の役割・仕組み・歴史について

〇浸⽔被害から⾝を守る（防災）、それらを踏まえた治⽔事業について



■日 時：令和元年9月21日（土）～9月22日（日）
■会 場：福米西小学校体育館
■対 象 者：福米中学校区の小中学生
■目 的：小中学生に防災体験を経験させることで、地域防災について考えるきっかけを作るため。また、保護者や地域

の住民の防災意識の向上を図るため。
■概 要

福米中学校区のＰＴＡやおやじの会、ＯＢなどと連携し、小中学生を対象に避難所体験や防災学習を行った。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○小中学生を対象とした防災キャンプの実施
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共通９ 米子市

防災知識啓発 身近なもので防災グッズ作成 段ボールベッド体験



・防災円卓会議の開催 （今年度は新型コロナウイルス感染症により中止）
・防災出前講座の開催

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

共通１０ 雲南市

◇ 地域自主組織（３０組織）を対象とした防災円卓会議の開催（６会場）

市内６町ごとに「自主防災組織と自治体の連携について」をテーマに地域と行政の連携や避難所運営について意見交換をおこなった。

○住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した より実践的な
防災教育の実施 【斐伊川】 】

雲南市
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◇防災に関する出前講座の開催（令和２度実績：12会場）
自主防災組織との防災訓練や地域自主組織・自治会・学校・児童クラブを対象とした出前講座など



昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響があったが、次のような取組みを実施している。また、今年度
も引続き取組みを進める予定。

①支え愛マップづくりインストラクター養成研修

【対象者】市町村社会福祉協議会職員、市町村職員
【内 容】市町村及び社協職員等を対象とした研修会を実施し、マップづくりの意義やノウハウ

を学び、各地区においてマップづくりを広めることで災害に強い地域づくりを推進する。
今年度も開催予定。［現在開催日程検討中］

【Ｒ２実績】２カ所で開催。［8/4 県社会福祉協議会、11/19 倉吉市社会福祉協議会］

②支え愛マップづくりの取組状況
【目 標】４０地区
【Ｒ２実績】新たに４０地区が作成

③その他

【取組み時に活用いただきたい動画】～コロナ禍における支え愛マップづくり～（県社協作成）
https://youtu.be/4ByGD_J2V_o （YouTubeにて公開）

支え愛マップ完成支え愛マップ作成状況 救急救命が必要な場合を見越しての訓練状況取組状況

⇒支え愛マップづくりに際し、水害・土砂災害に対する安全な避難場所等の確保などを防災部局・土木
部局が連携して助言するとともに、マップを活用した訓練を行い、地域防災力の強化を図っていく。

⽀え愛マップの主な取り組み

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

共通１０ 鳥取県

43



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○地域防災リーダーの育成

44

中海３ 島根県

【令和２年度 島根県自主防災組織リーダー研修会 実績】
１．日 時 令和２年１１月２８日（土）～２９日(日)

２．場 所 益田市人権センター

３．対 象 自主防災組織構成員、自治会関係者 約４５名

３．内 容 防災気象情報の利活用（松江地方気象台）
ワークショップ、まちあるき、災害図上訓練ほか

４．講 師 山口大学大学院 瀧本准教授
（特活）ＮＰＯ政策研究所 相川専務理事 ほか

島根県

島根県

【令和２年度 防災士養成研修 実績】
１．日 時 令和３年２月１３日（土）～１４日(日)

２．場 所 島根県県民会館（展示ホール）

３．受講者 ５４名

４．内 容 防災に関する各種講義、防災士資格取得試験



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○地域防災リーダーの育成
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◆研修会への参加

島根県主催の 「自主防災組織リーダー研修会」

令和２年１１月２８，２９日 於：益田市

松江市自主防災委員会委員２名参加

松江市

中海３ 松江市

◆防災士の資格取得を支援

防災士の資格取得に係る経費を全額補助（受講料など）

＜資格取得実績＞

令和元年度 14人取得

令和２年度 10人取得



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○地域防災リーダーの育成

中海３ 境港市

◆防災士の資格取得を支援

防災士の資格取得に係る経費を全額補助（受講料など）

＜資格取得実績 ： 計５５人＞

平成29年度 １０人 平成26年度 ２人

平成30年度 ９人 平成27年度 ３人

令和元年度 １１人 平成28年度 １０人

令和２年度 １０人 『自主防災組織活動発表会の状況

境港市

◆上道小学校４年生の社会科学習支援

（生徒４０人、担任２人）

＜講習等内容＞

・ 洪水（水害）対策

・ 津波・洪水ハザードマップ

・ 警戒レベルと命を守る行動

・ 段ボールベッド等組み立て

境港市

『講習の状況 ダンボーベッド等組立の状況

境港市

◆境高等学校２年生の防災学習の支援

（生徒１１人、担任１人）

令和３年４月２８日 実施

＜講習等内容＞

・ 洪水（水害）対策

・ 津波・洪水ハザードマップ

・ 警戒レベルと命を守る行動

・ 段ボールベッド等組み立て

ダンボーベッド等組立の状況
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中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)

令和元年度

■ 洪水に対しリスクの高い区間である重要水防箇所を点検（視察）

■ 各市毎にマイクロバスで移動し、現地において重要水防箇所を確認

■ 現地にて重要水防箇所の評定基準等の説明

米子市（R1年7月4日）

松江市（ R1年6月25日）

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施（斐伊川）
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組（中海）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

○出水期までに、県、市の担当者や災害応急対策活動等に関する基本協定締結業者等が参
加する重要水防箇所の合同点検を実施予定

出雲河川事務所共通１１
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令和２年度

コロナウイルス拡大防止のため、資料配付のみ



洪水から我がまちを守ろう ～平成28年度斐伊川水防演習を開催～

水防専門家による水防工法の指導

竹流し工

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

○斐伊川水防演習と合わせて実施予定でしたが、令和２年度、３年度はコロナウィルス拡大
防止のため開催を中止しました。

令和元年度は、6月2日（日曜日）に雲南市三刀屋町下熊谷地先の斐伊川高水敷にて開催。

ロープワーク

月の輪工釜段工

積み土のう工

シート張り工

出雲河川事務所斐伊川３
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備蓄水防資機材情報の共有及び相互支援方法の確認

■水防管理団体等と河川管理者との間において水防に必要な情報の交換を行い、洪水時等における協力体制の強化

を図ることを目的として、『斐伊川水系水防連絡会』を開催

（※令和２年度は、コロナウィルス拡大防止のため書面による意見交換のみ実施。令和３年度も書面により実施予定）

■関係機関の備蓄水防資機材の整備状況、出雲河川事務所の災害対策用機械の保有状況及び支援要請方法等を確認

■関係機関の水防連絡体制（系統）を確認。

■水防団の知識・技能向上に向け水防専門家派遣制度等を紹介。

【令和元年度】
斐伊川水系水防連絡会
開催日：令和元年６月２０日（木）
会 場：松江国道事務所 大会議室
参加者：国、鳥取県、島根県、境港市、米子市、安来市、松江市、出雲市、雲南市等の担当者

○備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施（斐伊川）
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組（中海）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

49

出雲河川事務所共通１２



中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
■施設運用の確実な実施

○排水施設の操作説明会の実施

出雲河川事務所中海４

○講習会実施日（予定）

5月28日 安来市
6月 2日 境港市、松江市(江島地区)
6月 4日 米子市
6月 7日 出雲市、松江市(朝酌地区)
6月 9日 松江市(東出雲地区)
6月10日 松江市(本庄地区)
※松江市は広域であるため、ブロックに分けて実施

 令和３年５月２８日～６月１０日にかけて、各市毎に操作委託を行っている操作員及び市の担当職員を対象に講習会
を実施予定。

 講習会は、出水期前に水位等の情報入手方法、操作要領の把握、適切な施設操作及び点検を行うこと等を目的とし、
座学と現地における操作及び点検方法の説明を実施。

○講習会の説明内容

・排水門操作に関する留意事項
・水位情報等の入手方法
（電話応答、川の防災情報、潮位予測情報等）

・操作要領（操作水位）の確認
・適切な操作及び点検方法について
・不具合が発生した場合の対処方法
・操作記録簿の作成方法

安来市会場(令和２年)

福井中川排水門(令和２年) 50



中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
■施設運用の確実な実施

○出水対応に備えて、「排水ポンプ車講習会」の実施

51

鳥取県中海４

◆排水ポンプ車講習会◆

日 時 ： 令和元年５月２３日（木）
場 所 ： 日野川河川敷（米子市古豊千）
対 象 者 ： 米子県土職員 約２０名
講習概要： 技術員による排水ポンプ車操作を見学、その後に実操作訓練を実施。

※今年も５月２７日に実施しました。

実施状況



実施状況

出水対応に備えて、「排水ポンプ車講習会」の実施

◆排水ポンプ車講習会◆
日 時 ： 令和２年５月２７日（水）
場 所 ： 日野川河川敷（米子市古豊千）
対 象 者 ： 米子県土・日野県土の職員 約３０名
講習概要： 技術員による排水ポンプ車操作を見学、

その後に実操作訓練を実施。

減災への取り組み 「防災体制の強化」 【鳥取県】
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<当日の作業状況>

◆「土のう作り講習会」・「越水危険箇所に事前土のう設置」◆

日 時 ： 令和２年５月３１日（日）
場 所 ： 小松谷川の左岸堤防（南部町天満）
参 加 者 ： 地域住民 約４０名、建設業協会 １１名、県・町職員 ７名
実施概要： ①建設業協会の職員による土のう作り・積み方講習会

②越水危険箇所に事前土のう設置

出水に備えて、「土のう作り講習会」 「越水危険箇所に
事前土のう設置」の実施

<土のう作り講習会> <土のう設置状況>

<設置完了>

減災への取り組み 「地域住民と建設業協会との連携」 【鳥取県】
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○大橋川改修

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策
■排水活動に資する基盤等の整備

54

出雲河川事務所斐伊川４

下流拡幅部の用地交渉、堤防整備の促進、平成18年豪雨により浸水した地区の堤防整備を

促進させ、早期に安全性の向上を図ります。

令和３年度は、下記地区における築堤護岸、排水機場、用地補償等を実施します。

H18.7浸水状況：東本町（松江市）

城東地区
地盤改良工：１式
排水機場：１式

白潟地区
埋蔵文化財調査：１式
用地補償：１式

中の島地区
用地買収：１式

松崎島地区
用地買収：１式
工事用道路：１式

朝酌地区
用地買収：１式
護岸：１式

東津田地区・竹矢矢田地区
護岸：１式

福富地区
築堤護岸：１式

○ ： 令和３年度実施箇所



○排水作業準備計画を作成し周知する予定です。

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策
■排水計画(案)の作成及び排水訓練の実施
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出雲河川事務所斐伊川５

排水ポンプ車等の設置箇所（写真・図面）排水ポンプ車等の待機場所・排水箇所までの進入ルート（写真・図面）

役場等の重要施設、上下水道等のインフラ施設の位置図

斐伊川
排水作業準備計画

（○○ブロック）

令和２年3月

収集・整理した資料、検
討結果をとりまとめ、排
水作業準備計画とする

アウトプットイメージ

排水作業準備計画に基づく
合同訓練を実施。



○想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表
○高潮の予測・予測手法の検討

③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組
■想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表等

出雲河川事務所中海５

・ 「高潮浸水想定区域図作成の手引き （H27.7）」を参考に、中海における高潮シミュレーションを
実施中。

×：境潮位偏差最大時の台風中心位置
○：境気圧最低時の台風中心位置

台風コースの選定

高潮推算

(m/s)

中海モデルによる風場の再現状況
(平成15年台風による再現検証）

台風通過後の風場の状況が
再現できていることを確認
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〇新たな取組
■報道機関との連携

松江地方気象台

○報道機関との懇談会を開催

共通

・Web会議ツール「Zoom」を利⽤した「報道機関との懇談会」を
⿃取地⽅気象台と共同開催

・⽔害をはじめとする防災知識の普及・啓発・周知について連携を強化
・Web開催により 放送局・新聞社等広域かつ多数の機関を同時に結んだ
効果的・効率的な連携を実現
（令和２年度実施 今後も継続予定）

Web会議ツール「Zoom」による解説の模様 他機関へ同時中継した実際の画⾯
【開催実績と主なテーマ】

第1回 令和2年 7⽉ 30⽇ 防災情報の伝え⽅の改善について
第2回 令和2年10⽉27⽇ 洪⽔に関する防災気象情報について（⿃取地⽅気象台と共催）
第3回 令和2年12⽉21⽇ 今冬の天候について （⿃取地⽅気象台と共催） 57


